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郷司会長挨拶 総会風景 

西山市郎大分県中小企業団体中央会事務局長挨拶 

懇親会風景 

 大分県情報サービス産業協会平成１６年度通

常総会が４月２１日午後３時より、大分市ソフ

トパークの大分第二ソフィアプラザビル２階

ソフィアホールで開催された。 

 はじめに司会の高野郷事務局長より総会の

成立を報告。引き続き会則第１９条により会長

が議長となり総会議事に入り、第１号議案の

平成１５年度協会活動報告、委員会事業報告、

収支決算および会計報告が承認された。続い

て、第２号議案の平成１６年度協会活動方針お

よび事業計画決定の件、第３号議案の平成１６

年度収支予算決定の件がそれぞれ原案どおり

承認された。 

 最後に会長より「会員による会員のための

協会であり、会員各社の積極的な参加をいた

だきたい」との言葉で議事を終了した。 

 休憩の後、郷司潔会長が挨拶。「平成１４年

の情報サービス産業の全国売上高は１４兆円、

九州沖縄では福岡県が７割を占め、大分県は

全国の０．２％である。ただ、将来見通しは業

界のＤＩ値をみると決して悪い環境ではなく、

ｅ-Ｊａｐａｎ構想や市町村合併などもあり、ユーザ

ニーズを的確に捉えることで業界の発展が期

待できる。そのためには人材育成が重要であ

り、協会としても会員企業のソリューション

能力の確保に努力して行きたい。」と述べ

た。 

 続いて、来賓の首藤文明大分県商工労働部

審議監、西山市郎大分県中小企業団体中央会

事務局長の２氏にご挨拶をいただいた。その

後「分権社会を生き抜くために」をテーマに

大分市長釘宮磐氏にご講演をいただいた。 

 総会終了後の懇親会では、講師と来賓の

方々も交えて和やかな歓談の時を過ごした。 

平成１６年度収支予算（単位：千円） 
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News 

首藤文明大分県商工労働部審議監挨拶 



 研修委員会 

 委 員 長 首藤  勇 
 （コンピュータエンジニアリング㈱大分営業所 取締役副社長） 

 副委員長 田崎 方人 
 （鶴崎海陸運輸㈱ 課長） 

 事 務 局 荒木みゆき 
 （新日鉄ソリューションズ㈱） 

２ 

ＯＩＳＡ News 
平成１６年度 協会活動方針 

  

１．関係機関および関連団体との交流と連携を深めるとともに、行政のＩＴ諸施策への 

  貢献をめざす。 

２．委員会活動の充実を図り、高度情報化社会に対応する魅力ある事業を推進する。 

３．会員相互の情報交換と啓発活動を推進する。 

１．事業方針 

 (1)協会の事業力強化と活性化を図るための諸 

   施策を推進する。 

 (2)会員相互の交流と親睦を図るための諸施策 

   を推進する。 

２．事業計画 

 (1)次の協会定例行事を企画・開催する。 

   通常総会・講演会（４月）、ボウリング大 

   会（８月）、ゴルフ大会（１１月）、新年例 

     会（１月） 

 (2)行政、情報産業団体との交流 

   協会行事を通じて、行政の政策担当者等と 

   の接触、交流を行う。 

   他団体との交流を図る。 

 (3)会員拡大 

   協会の体力強化のため、会員の協力を得て 

   会員拡大をはかる。 

１．事業方針 

 協会活動方針に従い、下記に関する活動を

企画・実施し、情報社会への貢献を目指す。 

 (1)最新技術動向に関する知識の普及 

 (2)ＩＴに関する技術の向上 

２．事業計画 

 (1)技術交流会の開催について 

   業界の最新技術動向について、産学官の 

   先進的な研究成果やノウハウを持つ講師 

   を招き、技術交流会を開催する。 

 (2)技術研究会の開催について 

   会員が抱える共通の技術問題や課題につ 

   いて技術研究会を開催する。 

   内容は、最新ＩＴ技術動向を十分意識し、 

     これらの情報技術や開発方法等について 

     研究し、成果発表会を行う。 

１．事業方針 

 協会活動方針に沿い委員会活動の充実と強化お

よび会員相互の理解と協力をより一層深めること 

を目的とした委員会活動を展開する。 

２．事業計画 

 (1)先進地域ならびに先進企業への視察研修を 

   実施する。（年間２回の実施） 

 (2)情報サービス産業事業者が抱えている事業 

   ニーズの調査および情報の提供を行う。 

１．事業方針 

 (1)研修事業のあり方は協会会員企業の要 

   望、必要性を充分に反映していく。 

 (2)協会活動方針に則り、開かれた協会活動 

   に寄与する委員会活動を推進する。 

 (3)他委員会との合議を促進し、行政との連 

   携も視野に活動の活性化を図る。 

２．事業計画 

 事業計画の具体化には会員企業の意見を反 

映し、ニーズの高い研修内容を企画する。 

 (1)県内企業の技術者向けに、専門あるいは 

   先端技術に関する講座等を企画する。 

 (2)行政と充分な協力体制をもとに、地域に 

   開かれた研修活動を企画する。 

 (3)会員の要望に応じた事業を企画する。 

１．事業方針 

 協会活動の内外への広報やリクルート情報

活動等を主体にした事業を展開し、当協会全

体の活性化を図る。 

２．事業計画 

 (1)ＯＩＳＡニュースの発行 

  ①年間３回を原則として、協会活動およ 

   び情報等の発信をする。 

  ②会員各社の有料広告をベースに、 

   ＯＩＳＡニュースの安定的発行を図る。 

 (2)部外広報 

  ①ＯＩＳＡホームページを部外広報のもう 

      一本の柱と位置づけ、メンテナンスを 

      行う。(各委員会のページを除く。) 

  ②ＯＩＳＡニュースをホームページに掲載 

      する。 

 (3)新卒採用対策、Ｕターン対策 

  ①行政諸機関等へのＯＩＳＡニュース配布 

      依頼。 

  ②必要に応じてＯＩＳＡニュースを利用し 

      た会員企業の紹介などを行う。 

１．事業方針 

 委員会活動を通じて当協会の存在を広く世間に 

アピールすることを主な方針とする。 

 (1)１３年目を迎えるサウンズコンテストの充実 

     を図る。 

 (2)サウンズコンテストの開催に関し、マスコ 

     ミやネットメディアなどへの積極的な働き 

   かけを行う。 

 (3)教育機関等の諸団体へ積極的に働きかけ 

   る。 

２．事業計画 

 サウンズコンテストの開催 

 (1)作品募集や発表会での集客には、ＩＴを利用 

     するなどの工夫をする。 

 (2)後援各社に作品募集や発表会時の報道を依 

   頼する。 

 (3) 大分フットボールクラブとの連携を深め、 

   夢のあるイベントとし、地域社会に貢献す 

   る。 

 総務委員会 

 委 員 長 宮本 直記 
 （メルハンコンピュータシステム㈱ 取締役） 

 副委員長 戸澤 則道 
 （㈱インテック大分センター 所長） 

 事 務 局 上杉  勝 
 （九州東芝エンジニアリング㈱ 部長） 

 イベント委員会 

 委 員 長 野尻  健 
 （大分中央電算㈱ 取締役部長） 

 副委員長 中川 雅裕 
 （㈱スリーエイシステム 部長） 

 事 務 局 森崎 雄二 
 （ゴードービジネスマシン㈱ 部長） 

 技術委員会 

 委 員 長 阿南 光洋 
 （三井造船システム技研㈱大分事務所 所長） 

 副委員長 佐藤 清孝 
 （㈱ウィルウェイ 代表取締役） 

 副委員長 築城 久敏 
 （システムトレンド㈲ 代表取締役） 

 事 務 局 伊達 愼二 

 （㈱富士通大分ソフトウェアラボラトリ 課長） 

 企画委員会 

 委 員 長 佐藤 誠樹 
 （㈱エイビス 取締役部長） 

 副委員長 安方 正秀 
 （太平工業㈱ センター長） 

 事 務 局 山松 正樹 
 （大分交通㈱ 課長） 

 広報委員会 

 委 員 長 筒井 健嗣 
 （ＫＣＳ大分情報専門学校 校長） 

 副委員長 福田 耕三 
 （専修学校 総合技術工学院 部長） 

 事 務 局 高橋 良忠 
 （大銀コンピュータサービス㈱ 取締役） 



  平成１６年度通常総会記念講演 
  

  日時：平成１６年４月２１日（水） 

     午後４時より 
  場所：第２ソフィアプラザビル２階 
  講師：大分市長 釘宮 磐 氏 

  演題：分権社会を生き抜くために 

 この度、ＯＩＳＡの事務局長を徳重英仁氏と交代

いたしました。 

 平成１５年６月より事務局を担当させていただ

き、１年の短い期間でありましたが、会員の皆様

には多くのご支援、ご指導をいただき厚く感謝申

しあげます。 

 協会役員の方々のご指導や委員会活動への参加

を通じ、情報産業の世界をつぶさに見ることがで

きましたし、会員の皆様の熱心な活動ぶりを拝見

するなかで、私自身大いに励まされました。 

 事務局は交代しましたが、今後とも協会活動には参加させていただ

こうと思いますので、よろしくお願い申しあげます。 

 末筆ながら、ＯＩＳＡの一層の発展と会員の皆様のますますのご隆盛を

お祈りいたします。 

３ 

News ＯＩＳＡ 

【会社】 

株式会社オーイーシー 

取締役経営企画部長 徳重 英仁 
【略歴】 

昭和２８年１１月大分市生まれ。 

昭和５２年４月大分電子計算センター、（現オーイー

シー）入社、平成１６年１月より現職。 

【ご挨拶】 

 ６月より当社の高野の後を受けましてＯＩＳＡの事務局を担当することにな

りました。これまでは会員企業のメンバーとしての立場でしたが、今後は内

部からＯＩＳＡの活動に携わることになり決意を新たにしています。不慣れな

点も多々ありご迷惑をおかけすると思いますが、皆様のご協力をいただきス

ムーズな協会運営を行っていきたいと思います。 

 今後とも何卒よろしくお願いいたします。 

【埣啄の機】 

 １２年間国政に携わってきて、外から一生懸

命叩いても卵が割れない、どうも内側からも

叩いていかないと駄目じゃないのか。国と地

方の関係において、国が変われなかったこと

で地方が大変なことになっている。国に任せ

ていたら地方は完全に潰されてしまう、あえ

て地方から変革の波を作らなければいけな

い、という思いで昨年決断をしました。いま

置かれている行政の状況を考えた時、高度成

長からバブルの崩壊でいわばギアチェンジを

しないといけない時であり、シフトダウンを

する機を逸してしまった中央を見た時に、ま

さに地方で今までできなかったことをぴしっ

と問題意識を持ってやる、そして結果を出

す。これからそういう意識を一番身近な行政

の中で、市民の皆さんや県民の皆さんが、

あっ、これなんだということがわかった時が

まさに埣啄の機、地方がわからない国になん

とかしろよと内側から親鳥をつついてやる、

そういう信号を送ることができるのではない

か。これが私の地方へのあえての転身だった 

わけです。 

【三位一体改革】 

 国は、本来税金を地方と国とそれぞれやる

べき仕事に対して按分して徴収すべきだった

が、そうさせなかった。国が７割を集める。

しかし地方が便う財源は７割。それで国が７

割集めて地方に４割を配分してきた。これが

戦後の政治なんです。これは間違いなくうま

くいったんですが、バブルの崩壊以降、この

制度が逆にその後の日本の道を誤らせたんで 

すね。税収がどんどん減少し、ここ１０年近く

は国の予算は８２兆円前後ですが、税収が２分

の１。４０兆円前後です。あとは全部借金で

す。 

 こういう状況にもかかわらず、あいも変わ

らず７割集めた形にして４割を配分していっ

た。それで今や国は破産状態です。少なくと

も５００兆。さらに国は公共事業をどんどんばら

まきますから、地方は受けざるを得ない。国

が４分の３補助するといっても地方が４分の

１を負担。当然地方はお金がありませんから

借金を重ねさせた。この結果、国が５００兆、 

地方が２４０兆、合わせて７４０兆、これは完全 

に破綻状態です。そういう状況の中で、様々

な歪みが出てきている。そこで政府は何を

やったかというと、７割集めたといっても半

分しか集まらないから国はもう面倒見切れな

い。だから税源は地方に渡してしまおう。地

方は７、国は３でいいじゃないか、という議

論のもとに国は４割を配分してきた地方交付

税と補助金を減らしていこう。最終的には税

源も委譲してしまおう。これが三位一体改革 

です。 

 平成１６年度に限っていえば、国は交付税を

ドーンと削減しました。補助金も１兆円削減

しました。そのことによって地方は、大分市

だけのベースで考えると、国から減らされた

のが、３０億、税源委譲は７億３千万しかな

い。要するに大分市ですら２４億円の歳入減、

国は大変な付けを地方に回してこようとして

いるわけです。もう国に対していろいろ言っ

たってしょうがない。もう国には金がないん

ですから。我々は与えられた財源でこれから

の市政をやって行かざるをえない。判りまし 

た、やりましょう。 

という話で、私の市政はスタートしなければ

いけないと考えている。 

【意識改革】 

 この１年、とにかく職員に徹底した意識改 

革を求めた。我々は与えられた財源や権限を

使って、この大分市を自己責任でやっていか

なければならない。要するに自治体経営でや

らなければならない。親方日の丸はだめだ

よ、ということを今徹底しています。ですか

ら、費用対効果、コストの問題、これは民間

と同じレベルで考えなければならない。で

も、長年親方日の丸、ぬるま湯の中に浸かっ

てきたんですから、簡単に変われない。そこ

で、私は何を始めたかというと、財政状況を

全部オープンにする。大分市は２，０００億の借

金がある。一般会計予算が１，４５０億ですか

ら、大分市もご多分に洩れずもう破綻状態に

近い。しかし、そういうことは職員はまった

く意識がない。はっきり言って市民はもっと

ありません。私は全部オープンにします。こ

れからは職員の意識改革ということを私は特

に強く指摘をしながら進めてまいりました

が、市民に対しても職員に対しても、もっと

もっと知らせていくことが大事だと思ってい

ます。 

 役所の仕事がスピーディーにならないのは

競争原理がないからであり、地方が自立して

やることになれば、それぞれの自治体の努力

が大きな差になってきます。分権はわれわれ

が勝ちとっていくもので、国が捨てたものを

拾ってくることではありません。 

 市役所の尺度と市民の皆さんの尺度を同じ

にしなければ行政は生き残れません。 

高野 郷 前事務局長挨拶 徳重 英仁 新事務局長紹介 



 ㈲オール人材活用センター 
  

     代表者 佐藤 隆己 
  

事業内容：コンピュータソフト 

     ウェア開発、販売お 

      よび技術者派遣事   

      業、アウトソーシング(労働者派 

      遣事業)、その他(ＵＰＳ，ＡＶＲ、 

      パソコン等の販売) 

従業員数：約６０名 

所 在 地：大分市北下郡１１－１２ 

        ＭＯＹＯビル３０１号 

              ＴＥＬ(０９７）５６７－８８３１ 

              ＦＡＸ（０９７）５６７－８８６５ 

所  属：研修委員会 

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－ 

 

㈲ＤＩＮＱＳ（ディンクス） 
   

    代表者 薬真寺 睦朗 
  

事業内容：データエントリ業務 

従業員数：４名 

所 在 地：大分市畑中９０８－５ 

          ＴＥＬ(０９７）５４５－３７８２ 

         ＦＡＸ（０９７）５４５－３７８４ 

所  属：総務委員会 

４ 

ＯＩＳＡ Ｎｅｗｓ 
２００４．７．２３発行 

  

発行：大分県情報サービス産業協会 

会長 郷司 潔 
  

http://www.oisa.jp/ 
  

編集：広報委員会 

事務局：大分市城崎町２－６－３１ 

（大銀コンピュータサービス㈱内） 

ＴＥＬ（０９７）５３７－５９１８ 

ＦＡＸ（０９７）５３４－４５４５ 
  

印刷：佐伯印刷株式会社 

ＯＩＳＡ News 

アソシエント・ 

 テクノロジー㈱ 
大分ソリューションセンター 

松本 優一 
趣味：釣り 

好きな言葉：一所懸命 

 

 鹿児島生まれ、鹿児島育ちの松

本です。社会人としてはもう７年

生（？）ですが、アソシエントで

は入社したばかりの１年生です。 

 現在、Ｊａｖａ関運の開発案件に従

事しています。前職でも開発業務

を行っていましたが、日々進化し

ていくＩＴ技術についていけるよ

う、業務終了後、勉強に追われる

毎日を送っています。どんどん

入ってくる後輩達に負けないよ

う、これからも頑張っていきま

す。どうぞよろしくお願いしま

す。 

㈱大分交通 
情報通信営業部 システム開発一課 

課長 山松 正樹 

    ＴＥＬ（０９７）５３２-５９４９ 

     ＦＡＸ（０９７）５３２-５９５３ 
  

 企画委員会事務局を担当させていだくこ

ととなりました山松です。各会員様が参加

したくなるような、視察旅行を企画してい

きたいと考えています。前任の上杉同様、

よろしくお願いいたします。 

■編集部門 
 ●オリジナル曲部門 

 ●編曲部門 

 ●特別募集部門：大分トリニータ応援歌 

  （編曲・オリジナル曲） 

 それぞれシーケンスソフトウェア（シーケ 

 ンサー）等を使用した「打ち込み」によっ 

 て作られたインストルメンタル曲 

■応募方法 
 応募用紙に必要事項を記入し作品の入った 

 メディアを同封のうえ、下記までお送りく 

 ださい。 

 応募用紙は当協会加盟各社の窓口または公 

 式ＷｅｂからＰＤＦファイルをダウンロードし 

 たものをご利用ください。 

■応募先 
 〒870-0952 大分県大分市下郡北１－２－１２ 

 ゴードービジネスマシン株式会社 

 サウンズコンテスト事務局 担当 小野宛 

 TEL 097-568-4600  FAX 097-569-0121 

■応募に当たっての注意事項 
 ●打ち込みに使用する機材は原則として 

  ＤＴＭシステムを中核とするパソコンベー 

  スのものですが、他のデジタルツールを 

  利用して作られたものでも構いません。 

 ●複数応募も可能です。 

 ●応募作品は３，４分を目安にまとめてく 

  ださい。 

 ●応募に使用するメディアはＣＤ－Ｒ，ＭＤ 

   のいずれか、データ応募の際は汎用ＳＭＦ 

   またはＭＰ３ファイルを納めたＣＤ－Ｒ／ 

       ＭＯをお送りください。 

  Ｅメール添付による応募は、事前にお問 

  い合わせください。 

 ●応募作品は、返却されません。 

 ●応募作品の著作権は制作者に帰属しま 

  す。応募曲に既存曲等のサンプルを使用 

  する際は著作権関係にご注意ください。 

  何らかの権利侵害が発生した場合、当コ 

  ンテスト側では、一切責任を負いませ 

  ん。 

■賞金・賞品 
 グランプリには賞金と副賞が授与されま 

 す。また、グランプリ以外にも各賞があ 

 り、豪華賞品を用意しています。 

■応募締め切り 

  平成１６年１２月末日必着 

㈱システム 

  トレンド 
ソリューションシステム部 

佐藤 由英 
趣味：柔道・食べ歩き 

好きな言葉：正論 

 

 面接で「企業の目的は？」「社

員の目的、役割は？」との質問

に、何とか答えられましたが、結

構知らない人がいると聞きまし

た。毎日、諸先輩方に叱咤激励さ

れながら、技術者に必要なスキ

ル、仕事の進め方や解決方法を学

んでいますが、徐々に身に付い

て、仕事がより楽しくなってきま

した。我社が、技術者に要求する

「スピード」「展開力」「コミュ

ニケーション力」「学習能力」

「モラル」の５つの心得の実践を

意識し、今後、積極的に資格を取

り、将来的には多様な分野で活躍

できるＳＥになりたいと思ってい

ます。 

コンピュータ 

エンジニアリング㈱ 
第ニソリューション 

     システム開発課 

木崎 智浩 
趣味：釣り・天体観測 

好きな言葉：チャレンジ 

 

 私は、コンピュータエンジニ

アリングに入社してまだ半年経

たない新人です。情報処理関運

の仕事になるので毎日パソコン

と向き合っての業務が中心とな

ります。私は、主にシステム開

発をしていますが、新人という

こともありプログラムを組むの

に苦労しています。しかし、そ

の中で学んだことは、着実に自

分の力にするようにしていま

す。これからは早くプログラム

を組める一流の技術者を目指

し、コンピュータエンジニアリ

ングを盛り上げていきたいと

思っています。 


